
　
　
　

が
国
の
経
済
は
、
全
体
と
し

　
　
　

て
「
ゆ
る
や
か
な
回
復
」
が

続
い
て
い
る
も
の
の
、
地
域
間
の
回

復
に
は
、
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
ま

た
、
金
融
市
場
の
変
動
や
米
国
経
済

の
動
向
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
か

ら
経
済
成
長
の
鈍
化
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、「
経
済
財
政
改
革
の
基
本

方
針
２
０
０
７
」
に
基
づ
く
「
自
立

と
共
生
」
を
基
本
に
、
改
革
へ
の
取

り
組
み
を
加
速
・
深
化
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
企
業
部
門
の
好
調
さ
を
家

計
部
門
に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
、
民
間
需
要
を
中
心
と
し
た
持
続

的
な
経
済
成
長
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

育
の
分
野
に
お
い
て
も
約　
６０

　
　
　

年
ぶ
り
に
「
教
育
基
本
法
」

が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の

あ
る
べ
き
姿
や
め
ざ
す
べ
き
理
念
が

明
ら
か
に
な
り
、
教
育
再
生
の
新
た

な
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
心

身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、
心
豊
か
に

「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い
く
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
生
涯
学
習
の
視
点
に

立
っ
て
、
人
々
が
生
涯
に
わ
た
り
生

き
生
き
と
学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

教
育
改
革
の
動
向
を
見
据
え
る
と
と

も
に
、
改
正
教
育
基
本
法
の
理
念
の

平
成　

年
度　

町
政
執
行
方
針

２０

教
育
行
政
執
行
方
針

　

地
方
財
政
対
策
で
は
、
地
方
再
生

を
重
要
課
題
に
掲
げ
る
政
府
の
方

針
と
し
て
「
地
方
再
生
対
策
費
」
の

創
設
な
ど
、
地
方
交
付
税
の
増
が
盛

り
込
ま
れ
、
地
方
財
政
計
画
の
規
模

は
７
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま
し
た
が
、

こ
の
増
は
、
地
方
間
の
税
収
の
や
り

繰
り
や
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金

の
償
還
繰
り
延
べ
を
財
源
と
し
た

も
の
で
、
地
方
財
政
の
本
質
は
、
地

域
間
格
差
が
広
が
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
町

税
収
入
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
な
い

中
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
こ
れ
ま
で

の
大
き
な
削
減
に
よ
り
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改

革
実
施
計
画
に
掲
げ
た
収
支
均
衡

の
取
れ
た
財
政
構
造
へ
の
転
換
と

い
う
目
標
は
、
何
と
し
て
も
達
成
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
昨
年
度
か
ら
導
入
し
た
予
算

枠
を
各
課
単
位
に
配
分
す
る
「
予
算

枠
配
分
方
式
」
を
強
化
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
政
策
調
整
枠
予
算
の
戦
略

的
・
重
点
的
な
活
用
に
向
け
た
予
算

編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
は
「
総
合
計
画
」「
行

財
政
改
革
実
施
計
画
」
が
最
終
年
度

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
町
の
取
り
組
み

を
総
点
検
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
多
く
の
皆

さ
ん
と
大
い
に
議
論
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域

の
民
間
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
働
し

て
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
、
真
に

豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
強
く
認
識
し
、
今
後
の
行
政

運
営
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
め
ざ
し
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
役
割
を
分
担
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
確
か
な
学
力
、
豊
か

な
心
、
生
き
る
力
を
持
つ
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
改
正
教
育
基
本
法
に
よ
り

「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
策
定
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
本
町
に
お
い
て
も
第
５
次
総
合

計
画
の
策
定
に
あ
わ
せ
、
新
時
代
の

教
育
行
政
の
指
針
と
な
る
「
教
育
振

興
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
町
民
の

期
待
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
全
力

を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

中澤教育長

尾岸町長

わ

教
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対 比対　比比 較比　較平成１９年度平成１９年度平成２０年度平成２０年度会会　計計 名　名

１４.４％９億  ２００万円６２億５,０００万円７１億５,２００万円一　般　会　計

１.６％２,２０６万円１３億７,１４９万円１３億９,３５５万円国民健康保険
　
　
　

特
別
会
計

【
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
行
う
事
業
の
会
計
】

△９０.３％△１０億５,２４７万円１１億６,５７９万円１億１,３３２万円老人保健

皆増９,５０３万円－９,５０３万円後期高齢者医療

７８.１％２億８,１８５万円３億６,１００万円６億４,２８５万円公共下水道事業

１６.８％１,４６６万円８,７２０万円１億  １８６万円簡易水道事業

２.３％１,５２６万円６億５,４００万円６億６,９２６万円介護保険

１.８％４８０万円２億７,４００万円２億７,８８０万円ラベンダーハイツ事業

△１５.８％△６億１,８８０万円３９億１,３４７万円３２億９,４６７万円特別会計合計

△４.８％△４,３４６万円８億９,９２０万円８億５,５７４万円病院事業
企
業
会
計

【
独
立
採
算
制
を
原
則

と
す
る
事
業
の
会
計
】

５４.３％１億５,３１８万円３億１,５０９万円４億６,８２７万円水道事業

９.０％１億  ９７２万円１２億１,４２９万円１３億２,４０１万円企業会計合計

３.５％３億９,２９２万円１１３億７,７７６万円１１７億７,０６８万円総　合　計

　各会計別予算

　平成２０年度予算が３月定例町議会で審議され、ラベンダーハイツ事業特別会計予算で一部修正が加え平成２０年度予算が３月定例町議会で審議され、ラベンダーハイツ事業特別会計予算で一部修正が加え
られ、決定しました。られ、決定しました。
本年度は「第４次総合計画」「行財政改革実施計画」の最終年度であることから、各事業についてはこ　本年度は「第４次総合計画」「行財政改革実施計画」の最終年度であることから、各事業についてはこ
れまでの取り組みを総点検したうえで、新たなまちづくりに反映させるために『選択と集中』により予れまでの取り組みを総点検したうえで、新たなまちづくりに反映させるために『選択と集中』により予
算編成に取り組みました。算編成に取り組みました。
その結果、町全体の予算は１１７億７,０６８万円となり、前年度と比べると３.　その結果、町全体の予算は１１７億７,０６８万円となり、前年度と比べると３.５％５％（３億９,２９２万円）の（３億９,２９２万円）の増となっ増となっ
ています。ています。
予算は、これから１年間のまちの『お金の使いみち』であり、私たちのまちづくり・暮らしづくりの　予算は、これから１年間のまちの『お金の使いみち』であり、私たちのまちづくり・暮らしづくりの
身近なお金です。身近なお金です。
本年度の予算の特徴と主な使いみちについてお知らせします。　本年度の予算の特徴と主な使いみちについてお知らせします。

平成２０年度まちの予算平成２０年度まちの予算
１１７１１７億億７,０６８７,０６８万円万円

＜＜一般会計＋特別会計＋企業会計一般会計 ＋ 特別会計 ＋ 企業会計＞＞

千円単位を四捨五入しています

�� ラベンダーハイツ事業特別会計予算の修正概要 ��
　ラベンダーハイツ事業は、平成１６年度から一般会計の繰入金を受けることなく、自主運営に努めてきました。平成２０年度の予
算編成においても、町民の皆さんからの血税を投入することなく、効率的な施設運営をめざして取り組んだところです。その一
つとして、町の基本方針に基づき、経費の縮減に向けながらもサービスの低下を招くことのないよう、民間活力を活用すること
で、昨年度の町立病院と同様にラベンダーハイツの給食業務の民間委託を予定した予算案をまとめ、町議会に提出いたしました。
　しかし、町議会において、ラベンダーハイツの給食業務民間委託の承認は得られず、直営を継続する内容に修正のうえ予算が可
決されました。
　この度の修正により、収支見込みは厳しいことが予測されますが、議決された予算内容で、ラベンダーハイツの給食部門を含め
た施設運営に努めていきます。

�  広報かみふらの ２００８.４



生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

�
教
育
振
興
計
画
の
策
定

�
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
新
配
置

�
心
の
教
室
相
談
員
の
設
置

�
特
別
支
援
学
級
の
増
設

�
小
中
学
校
施
設
・
教
育
設
備
の
整
備

　
�
上
富
良
野
小
学
校
校
舎
の
耐
力
度
調
査

　
�
上
富
良
野
小
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

　
　

タ
整
備

　
�
上
富
良
野
中
学
校
渡
り
廊
下
屋
上
防
水

　
　

工
事
の
実
施

　
�
東
中
中
学
校
講
堂
防
音
機
能
復
旧
事
業

　
　

の
実
施
設
計

�
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
機
器
の
更
新

�
上
富
良
野
高
等
学
校
の
存
続
要
望
運
動
の

　

推
進

�
第
７
次
社
会
教
育
中
期
計
画
の
策
定

�
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
の
推
進

�
社
会
教
育
の
推
進

　
�
生
涯
学
習
活
動
の
支
援

　
�
図
書
館
の
機
能
強
化

　
�
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
・
推
進

　
�
文
化
活
動
の
推
進

豊
か
な
人
材
の
ま
ち
づ
く
り

�
地
域
間
交
流
･国
際
交
流
の
推
進（
津
市
・

　

カ
ム
ロ
ー
ズ
市
）

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

�
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

�
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

�
生
活
機
能
評
価
健
康
診
査
に
よ
る
介
護
予

　

防
事
業
の
推
進

�
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
子
育
て

　

支
援
・
発
達
支
援
活
動
の
充
実

�
一
時
保
育
事
業
の
実
施

�
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
障
が
い
者

　

の
日
中
一
時
支
援
事
業
の
実
施

農
業
の
ま
ち
づ
く
り

�
農
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進

　
�
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策　

　
�
奨
励
作
物
振
興
事
業
の
推
進

�
第
６
次
農
業
振
興
計
画
の
策
定

�
農
地
流
動
化
の
推
進

�
農
業
者
年
金
加
入
と
家
族
経
営
協
定
締
結

　

の
促
進

�
農
業
生
産
基
盤
等
の
整
備

　
�
島
津
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

　
�
草
分
地
区
道
営
農
地
防
災
機
能
増
進
事

　
　

業

　
�
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

　
�
演
習
場
周
辺
農
業
用
施
設
設
置
助
成
事

　
　

業
に
よ
る
農
業
機
械
導
入

　
�
農
道
整
備
補
助
事
業

�
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
の
実
施

�
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
の
推
進

森
の
ま
ち
づ
く
り

�
森
林
の
育
成
整
備

　
�
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

　
�
　

世
紀
北
の
森
づ
く
り
推
進
事
業
等
の

２１

　
　

活
用
に
よ
る
除
間
伐
事
業
の
実
施

商
業
・
工
業
の
ま
ち
づ
く
り

�
企
業
振
興
事
業
の
推
進

�
商
業
振
興
事
業
の
推
進

　
�
経
営
改
善
普
及
事
業

　
�
空
き
店
舗
活
用
振
興
事
業

�
中
小
企
業
へ
の
事
業
資
金
融
資

観
光
の
ま
ち
づ
く
り

�
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
事
業
等
に
よ
る

　

観
光
客
誘
致

�
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
等
へ
の
支
援

�
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
の
開
発

�
地
場
産
品
の
消
費
拡
大
の
推
進

健
康
の
ま
ち
づ
く
り

�
生
活
習
慣
病
・
腎
疾
患
の
予
防
の
推
進

�
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
の
拡
充
と
妊

　

婦
の
指
導
・
相
談
体
制
の
強
化

�
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

�
食
育
推
進
計
画
の
推
進

�
町
立
病
院
の
経
営
改
革

�
病
院
併
設
型
小
規
模
老
人
保
健
施
設
開
設

�
国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
の
安
定
的
な
運
営

�
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
を
図
り
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
、
生
き
が
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

農
林
業
・
商
工
業
の
振
興
を
推
進

し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ななななななななななななななななななななな
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
ののののののののののののののののののののの

ののののののののののののののののののののの
ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

豊
か
な
心
の 　
　

の
ま
ち

人

活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
あああああああああああああああああああああ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

ののののののののののののののののののののの
ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

活
力
あ
る 　
　
　
  
の
ま
ち

産

業

平
成
平
成　

年
度
年
度

２０２０

ま
ち
の
主
な
事
業

ま
ち
の
主
な
事
業

�
印
は
政
策
調
整
枠
予
算
を
充
て
た
事
業

　
　
　
　
　
　
 
（
７
ペ
ー
ジ
左
上
表
参
照
）

� �

� �
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美
し
い
ま
ち
づ
く
り

�
景
観
づ
く
り
基
本
計
画
の
推
進

潤
い
の
ま
ち
づ
く
り

�
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
へ
の
支
援

�
公
園
ト
イ
レ
整
備

　
�
日
の
出
公
園
展
望
台
の
下
水
道
接
続

　
�
に
し
ま
ち
公
園
の
水
洗
化

�
富
町
団
地
町
営
住
宅
の
整
備（
１
棟　

戸
）

１０

�
町
営
住
宅
の
維
持
整
備

　
�
宮
町
団
地
の
外
壁
補
修

　
�
扇
町
団
地
の
屋
根
ふ
き
替
え（
３
棟
）

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

�
住
居
表
示
整
備（
南
町
３
丁
目
）

�
生
活
水
の
安
定
供
給

�
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
・
設
備
の
更

　

新
計
画
の
策
定

�
ご
み
分
別
手
引
き
の
更
新

�
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
安
定
稼
動
と
適
正

　

な
維
持
管
理

�
合
併
浄
化
槽
設
置
へ
の
助
成

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

�
消
防
機
能
の
強
化

　
�
資
器
材
搬
送
車
の
更
新

　
�
人
工
蘇
生
シ
ス
テ
ム
の
導
入

�
自
主
防
災
組
織
の
再
編
成
支
援

�
防
災
訓
練
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
強
化

�
「（
仮
称
）北
海
道
火
山
防
災
サ
ミ
ッ
ト
２

　

０
０
８ 
i
n 
十
勝
岳
」
の
開
催

�
国
民
保
護
計
画
の
推
進

�
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策
定

�
除
排
雪
の
実
施

�
地
域
安
全
の
推
進

　
�
啓
発
活
動
に
よ
る
自
己
防
衛
意
識
向
上

　
�
巡
視
活
動
の
強
化

�
交
通
安
全
の
推
進

�
消
費
生
活
の
安
全
推
進（
消
費
者
相
談
、
法

　

律
相
談
の
推
進
）

広
が
り
の
ま
ち
づ
く
り

�
道
路
・
橋
の
整
備
と
適
正
な
維
持
管
理

�
町
営
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行（
通

　

勤
・
通
学
等
の
生
活
路
線
の
確
保
）

�
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新（
２
台
）

住
民
の
ま
ち
づ
く
り

�
情
報
共
有
の
推
進（
広
報
か
み
ふ
ら
の
・
防

　

災
か
み
ふ
ら
の
・
出
前
講
座
・
行
政
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
共
有
）

�
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
ま
ち
づ
く
り　

　

ト
ー
ク
・
町
長
と
語
ろ
う
の
充
実

�
地
域
自
治
活
動
の
推
進（
住
民
自
治
活
動

　

推
進
交
付
金
・
自
治
活
動
奨
励
事
業
補
助

　

金
に
よ
る
活
動
奨
励
）

�
「（
仮
称
）自
治
基
本
条
例
」
の
制
定

�
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
の
現
状
規

　

模
堅
持
に
向
け
た
要
請
活
動

行
政
の
ま
ち
づ
く
り

�
第
５
次
上
富
良
野
町
総
合
計
画
の
策
定

�
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
着
実
な
推
進
と

　

新
計
画
の
策
定

�
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
効
率
的
な
行
政

　

運
営
の
推
進

�
町
有
財
産
の
有
効
活
用（
遊
休
町
有
地
の

　

売
却
処
分
）

�
行
政
評
価
制
度
の
試
行
と
制
度
化

�
納
税
環
境
の
改
善
と
税
収
等
の
確
保

　
�
コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
の
運
用
拡
大

　
�
町
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期

　
　

回
数
の
見
直
し

　
�
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
条
例
の
有

　
　

効
活
用
と
適
正
運
用

�
富
良
野
広
域
連
合
の
設
立
と
円
滑
な
事
務

　

の
移
行（
し
尿
・
生
ご
み
処
理
、公
共
牧
場
、

　

消
防
、
学
校
給
食
）

生
活
環
境
な
ど
の
居
住
環
境
を
整
備

し
、
安
全
で
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す

町
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す

� �
　
　
 
ににににににににににににににににににににに
創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

に
創
る
ま
ち

共

　
　
 
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快
適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
ななななななななななななななななななななな
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み
よ
い
快
適
な
ま
ち

住
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自
主
財
源

　
�
町
が
自
ら
収
入
で
き
る
お
金

３４.６％

依
存
財
源

　
�
国
や
北
海
道
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ
る
お
金

６５.４％

自主財源　２４億７,７８１万円
依存財源　４６億７,４１９万円

７１億５,２００万円
（前年比較 １４.４％増）

地方交付税　２７億４,０００万円（３８.３％）
　　　　　　　　�使いみちを限定されないお金で、国から
　　　　　　　　　国税の一定割合が交付されます。

国庫支出金　９億４,８０１万円（１３.３％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため国から交付され
　　　　　　　　　る補助金や負担金

町債　　　　３億３,５６０万円（ ４.７％）
　　　　　　　　�土木工事など多額の経費を必要とすると
　　　　　　　　　き国や金融機関から借り入れるお金

その他の交付金　２億６,９００万円（ ３.８％）

道支出金　　２億２,０１８万円（ ３.１％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため北海道から交付
　　　　　　　　　される補助金や負担金

地方譲与税　１億６,１４０万円（ ２.２％）
　　　　　　　　�国税として徴収したものを一定の基準で
　　　　　　　　　国から町へ譲与されるお金

町税　　　１０億１,９２０万円（１４.３％）
　　　　　　　�町民の皆さんが納めている税金

分担金及び負担金  ８億２,４６１万円（１１.５％）
　　　　　　　�保育料や土地改良事業の受益者負担金など

諸収入　２億２,８６２万円（ ３.２％）
　　　　　　　　�貸付金の元利収入やその他雑入など

繰入金　２億  ２３７万円（ ２.８％）
　　　　　　　　�積み立てている基金（貯金）から取り崩した分など【内訳は右下表】

使用料及び手数料　  １億３,０８２万円（ １.８％）
　　　　　　　　�公共施設の使用料やごみ処理手数料など

繰越金　                         ６,０００万円（ ０.８％）

財産収入･寄付金　        １,２１９万円（ ０.２％）

平
成
平
成　

年
度
年
度

２０２０

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

問合せ　　総務課企画財政班　��６９８０
ホームページ
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp

基金の使いみち取り崩し額区　分

補償金免除繰り上げ償
還経費

１億７,６２１万

円
減債基金

農地・水・環境保全向
上対策事業３００万円農業振興基金

特
定
目
的
基
金

姉妹校交流推進事業
(津市安東小学校訪問)５１万円国内外交流推進基金

しろがね土地改良事業
負担分２,０００万円国営土地改良事業負担

金基金
児童生徒表彰、子ほめ
事業(発明工夫展表彰)１５万円児童生徒教育振興基金

母子保健事業（妊婦健
診等）２５０万円地域福祉基金

２億 ２３７万円合　　計

基金（貯金）の取り崩しの内訳

歳入総額歳入総額

金　額区　分

５億３,３８５万円財政調整基金【突発的な災害や緊急時に備えたり
年度間のお金の不均衡を調整するもの】

２億８,２４７万円減債基金
【借金の返済の増加に備えるもの】

２億  ３１８万円公共施設整備基金特
定
目
的
基
金

【
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る　

　

も
の
】 ４,３９２万円農業振興基金

６,９４７万円十勝岳地区振興基金

８,６９４万円国内外交流推進基金

２億２,０５９万円国営土地改良事業負担金基金

１,０７６万円児童生徒教育振興基金

１億７,７８４万円地域福祉基金

１６億２,９０２万円合　　計

町の貯金 基基 金金
平成２０年度末予定

（　）は予算構成比

予算額（前年比較） 税　目

５億     ９７５万円（△３,５３０万円）町　民　税

４億    ３３１万円（     ７０１万円）固定資産税

８,０４０万円（△  ９６０万円）た ば こ 税

９００万円（          ０円）入　湯　税

１,６７４万円（       ４１万円）軽自動車税

１０億１,９２０万円（△３,７４８万円）合　計

町税の内訳
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うち給与費
８,５１４万円

うち給与費
９,７３１万円

うち給与費
１億５,７６８万円

うち給与費
９,５９６万円

うち給与費
３億６,４３９万円

うち給与費
１億５,０８１万円

うち給与費
３,４５１万円

うち給与費
２,５０６万円

給与費合計　１０億１,０８６万円（前年比較 ７.４％減）
�上記の予算額には、給与費が含まれています。

７１億５,２００万円
（前年比較 １４.４％増）

土木費 １３億 ２５４万円（１８.２％）土木費　　１３億   ２５４万円（１８.２％）
　　　　　　　�道路、河川、公園、公営住宅など

農林業費 １２億６,５４８万円（１７.７％）農林業費　１２億６,５４８万円（１７.７％）
　　　　　　　�農林業振興、農業委員会活動など

公債費 １１億１,１７３万円（１５.５％）公債費　　１１億１,１７３万円（１５.５％）
　　　　　　　�町が借りたお金の返済など

民生費 ９億５,８０９万円（１３.４％）民生費　　９億５,８０９万円（１３.４％）
　　　　　　　�高齢者、障がい者、子育て支援など

衛生費 ８億８,９４９万円（１２.５％）衛生費　　８億８,９４９万円（１２.５％）
　　　　　　　�ごみ処理、上水道、健康管理など

消防費　　２億６,９２９万円（ ３.８％）
　　　　　　　�消防活動など

商工費　　１億８,８８１万円（ ２.６％）
　　　　　　　�商工業、観光、企業誘致など

議会費　　       ７,８０４万円（ １.１％）
　　　　　　　�議会運営、議会だより発行など

予備費　　       ２,０００万円（ ０.３％）

諸支出金　　      ９４１万円（ ０.１％）
　　　　　　　�教員･職員住宅建設に伴う返還金など

労働費　　           ５４万円（ ０.０％）
　　　　　　　�労働者育成など

教育費　　４億５,９７４万円（ ６.４％）
　　　　　　　�学校、給食センター、スポーツ、文化振興など

総務費 ５億９,８８４万円（８.４％）総務費　　５億９,８８４万円（ ８.４％）
　　　　　　　�全般的な行政経費、交通安全など

事業内容予算額事業名

妊婦健康診査の公費負
担拡充と指導体制強化３６６万円母子保健事業

町内３保育所での一時
保育の実施５４万円一時保育事業

高齢者に対する肺炎球
菌の予防接種実施６０万円予防接種事業

駐屯地の現状規模堅持
運動の強化１５６万円基地対策事業

遊休町有地の公売等に
向けた測量等の実施２２０万円町有財産有効活用

事業
町税等の納期回数の増
により納税しやすい環
境の整備

６２万円町税システム改修
事業

新たな特別支援教室設
置のため備品等整備１５６万円特別支援教育事業

南町３丁目住居表示１６２万円住居表示整備事業

 主な「政策調整枠」事業
　　　　　�町長の政策判断により予算化した事業

歳出総額歳出総額

金　額区　分

８７億９,８３０万円一 般 会 計

６億８,１７１万円簡易水道事業
特
別
会
計

３０億３,６０２万円公共下水道事業

７,０８４万円ラベンダーハイツ事業

４,１９８万円病院事業企
業
会
計 ７億７,８９６万円水道事業

１３４億  ７８１万円合　　計

町の借金 町町 債債
平成２０年度末予定

（　）は予算構成比

防衛省関係補助金等
総額７億９,５４５万円

　町に自衛隊駐屯地や演習場があることにより交
付されています。歳入の国庫支出金及びその他の
交付金に含まれています。

�調整交付金事業（一般会計分）
　　街路灯整備　　　　　　　　　　      ２７０万円
　　道路側溝整備　　　　　　　　　      ９００万円
　　消防車両等購入　　　　　　　　      ７００万円
　　教育用コンピュータ整備（上富良野小学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　   １,０００万円
　　扇町通り改良舗装　　　　　　　   １,６５０万円
　　にしまち公園トイレ水洗化　　　       ２７０万円
　　スクールバス購入　　　　　　　１,７１０万円
　　じん芥収集車両購入　　　　　　   １,３００万円
　　給食センター調理機器等整備　　       ８００万円
�民生安定施設整備事業
　　演習場周辺農業用施設設置助成（農業用機械）
　　　　　　　　　　　　　　　   １億３,１９５万円
�防音事業
　　東中中学校講堂防音復旧（実施設計）   ７６万円
�障害防止事業
　　北２４号排水路支線整備　　　　 １億  ２９６万円
　　中の沢排水路整備　　　　  　  ２億３,４３４万円
　　東１線排水路整備　　　　       　   ２,６５６万円
�上富良野演習場障害防止事業
　　南部地区土砂流出対策　　       １億３,０２６万円
�防音事業関連維持費
　　騒音防止対策事業関連維持費（保育所･小学　
　　校･中学校）　　　　　　　　　  　　 ２７２万円
�国有提供施設等所在市町村交付金（一般財
　源）　　　　　　　　　　　　       ７,９９０万円

�  広報かみふらの ２００８.４



歳
入
の
特
徴

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
額
は　

２０

７１

億
５
千　

万
円
で
、
前
年
対
比　

・
４
％
の

２００

１４

増（
９
億　

万
円
増
）と
な
り
、
５
年
ぶ
り
で

２００

前
年
度
予
算
を
上
回
る
規
模
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
特
殊
な
要
因
と
し
て
、

�
畜
舎
の
増
設
な
ど
の
施
設
整
備
を
行
う
国

　

の
「
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
」

　

の
実
施　
　
　
　
　
　

７
億
６
千　

万
円

４０４

�
高
金
利
の
地
方
債（
借
金
）を
繰
り
上
げ
償

　

還
す
る
た
め
、
減
債
基
金（
借
金
の
返
済

　

の
増
加
に
備
え
て
積
み
立
て
て
い
た
町
の

　

貯
金
）を
取
り
崩
し
た
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
千　

万
円

６２１

を
含
ん
で
い
る
た
め
で
、
こ
れ
ら
を
除
く
と

実
質
的
に
は
前
年
対
比
０
・
６
％
減（
３
千　
８２５

万
円
減
）の「
抑
制
型
予
算
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入（
町
に
入
る
お
金
）予
算

の
特
徴
は
、
国
の
方
針
で
新
た
に「
地
方
再
生

対
策
費
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
地
方

交
付
税
５
千　

万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま

５００

す
が
、
町
税
に
お
い
て
は
前
年
度
よ
り
３
千

　

万
円
の
減
と
な
る
た
め
、
一
般
財
源（
町
が

７４８自
由
に
使
え
る
お
金
）と
し
て
は
横
ば
い
傾

向
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
歳
出（
町
で
使
う
お
金
）で
は
、
昨

年
度
か
ら
導
入
し
た
、
予
算
枠
を
各
課
単
位

に
配
分
す
る
「
予
算
枠
配
分
方
式
」
を
強
化

徹
底
し
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
各
事
務
事

業
の
評
価
や
点
検
を
行
い
、
一
層
の
効
率
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
主
な
新
規
事
業
と
し
て
、

�
４
月
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た
「
後
期
高
齢

　

者
医
療
制
度
に
対
す
る
給
付
費
」

�
町
立
病
院
の
経
営
安
定
対
策
と
し
て
「
療

　

養
型
病
床
を
小
規
模
老
人
保
健
施
設
に
転

　

換
す
る
た
め
の
整
備
に
対
す
る
出
資
等
」

�
「
高
金
利
の
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
」

�
上
富
良
野
小
学
校
「
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

　

タ
整
備
」

�
学
校
に
対
す
る
指
導
・
助
言
及
び
学
校
・

　

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
強
化
の
た
め
「
学

　

校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
」

�
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新（
２
台
）」

�
「
富
町
団
地
町
営
住
宅
整
備（
１
棟　

戸
）」

１０

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
の
政
策
判
断
の
も
と
予
算
化

で
き
る
「
政
策
調
整
枠
」
事
業（
７
ペ
ー
ジ
左

上
表
参
照
）と
し
て
、
一
時
保
育
事
業
の
実
施

や
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
拡
充
及
び
指

導
体
制
の
強
化
な
ど
真
に
必
要
な
子
育
て
支

援
策
の
充
実
等
に
財
源
を
充
て
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
歳
入
に
見

合
っ
た
歳
出
構
造
へ
の
転
換
と
い
う
目
標
の

達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
各
課
に

お
い
て
主
体
的
な
判
断
の
も
と
枠
配
分
予
算

の
目
標
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
人
件
費
の

削
減
に
つ
い
て
も
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
各
基
金（
貯
金
）の
取
り

崩
し
額
は
高
金
利
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還

の
財
源
に
充
て
る
減
債
基
金
１
億
７
千　

万
６２１

円
を
除
く
と
、
特
定
の
事
業
実
施
の
た
め
に

活
用
す
る
各
目
的
基
金
か
ら
の
２
千　

万
円

６１６

を
取
り
崩
す
こ
と
に
と
ど
め
、
基
金
に
依
存

し
な
い
財
政
運
営
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
６
ペ
ー
ジ
右
下
表
参
照
）

　

ま
た
、
本
年
度
実
施
す
る
富
町
団
地
町
営

住
宅
整
備
事
業
で
は
、
そ
の
財
源
と
し
て
借

り
入
れ
る
地
方
債
の
額
を
５
千　

万
円
程
度

１００

抑
制
し
、
高
金
利
の
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償

還
及
び
借
り
換
え
と
合
わ
せ
て
、
将
来
へ
の

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、「
骨
太
方
針
２
０
０
７
」

に
よ
る
歳
入
歳
出
一
体
改
革
の
中
で
、
地
方

財
政
の
全
体
的
な
動
向
は
抑
制
の
方
向
に
あ

平
成
平
成　

年
度
は

年
度
は

２０２０

「
抑
制
型
予
算
」

「
抑
制
型
予
算
」

　
　
　
　
　

そ
の
中
身
は
…

そ
の
中
身
は
…

効果見込み額繰り上げ償還
予定額会計名

１,４０４万円８,７０２万円一般会計

２５７万円１,０３９万円簡易水道事業

２億３,３２８万円８億    ５７万円公共下水道事業

１億３,２８２万円３億９,９６６万円水道事業

４８６万円５,１４０万円病院事業

３億８,７５７万円１３億４,９０４万円合　計

繰り上げ償還による効果額
[平成１９年度～平成２１年度まで３年間]

る
た
め
、
今
後
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体

財
政
健
全
化
法
が
成
立
し
、
平
成　

年
度
の

２０

決
算
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
町
に
お

い
て
も
常
に
危
機
感
を
も
っ
て
、
引
き
続
き

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
ぜ
、
金
利
の
高
い
地
方
債（
借
金
）を
今
ま
で

繰
り
上
げ
償
還
せ
ず
に
い
た
の
で
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
な
ど
か
ら
借
り
て
い
る
公

的
資
金（
借
金
）の
繰
り
上
げ
償
還
を
す
る
に

は
、
今
後
支
払
う
べ
き
利
子
の
相
当
分
を
補
償

金
と
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

１９

２１

で
の
３
年
間
は
特
例
措
置
と
し
て
、
高
金
利

（
年
利
５
％
以
上
）の
公
的
資
金
の
繰
り
上
げ
償

還
に
は
補
償
金
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
作
ら
れ

た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
は
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
、
繰
り
上
げ
償
還
や
低
金
利
な
資
金

へ
の
借
り
換
え
を
行
い
、
将
来
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
将
来

の
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す

歳
出
の
特
徴

前
年
よ
り　

・
４
％
増　

し
か
し

１４

実
質
は
前
年
よ
り
０
・
６
％
の
減

広報かみふらの ２００８.４   �



見直し予定額項　　　　　　　目

４７０万円
�新議員定数１４人体制への組み替え
�議会の各委員会研修等の見直し
�国民保護協議会の開催方法の見直し

行政委員会・附属
機関等の見直し

５,１００万円

�職員定数適正化計画に基づく職員数の削減　２０８人�２０４人
�地域給導入に伴う現給補償制度の見直し
�技能労務職の給与見直し
�時間外勤務手当の総額抑制
�定数外職員賃金の見直し

人件費の抑制

８６０万円

�交際費・食糧費・通信運搬費・消耗品費等の縮減
�施設管理委託経費等の見直し（積算基準の見直し、長期継続契約の拡大等）
�私用車の公用利用の制度化
�公用車両の台数削減
�道路管理、除排雪業務の手法の見直し

経常経費の見直し

８５０万円

�地域福祉推進事業　�　社会福祉協議会補助へ移行
�町観光ホームページ管理運営　�　かみふらの十勝岳観光協会運営補助へ移行
�Ｂ＆Ｇ体験航海派遣事業補助　�　全額自己負担へ
�補助効果達成による廃止
　�児童入所委託施設運営補助
�縮減
　�職員互助会補助　　　�労働者団体育成補助　　　　�奨励作物振興事業補助
　�商工振興事業補助　　�私立幼稚園特別活動補助　　�子ども会育成協議会補助
　�自主企画芸術鑑賞事業補助　　�スポーツ教室開催補助
　�スポーツ指導者養成補助　　　�学校給食会運営費補助
　�介護保険在宅サービス利用負担軽減補助など
�負担金の見直し

補助金等の見直し

�収納環境の整備　�　納期回数の増収納対策の強化

�高金利地方債の繰り上げ償還
�起債発行額の抑制

財政運営の改善

平成１９年度の行財政改革の成果については、広報かみふらの７月号でお知らせします。

現行財政改革実施計画は、平成２０年度で最終年度を迎えました。
計画に掲げた目標の達成に向けて、本年度においても様々な見直し改善を進めていきます。
平成２０年度予算は、これらを反映しながら編成されており、行財政改革による見直し予定額は総額で７,２８０万円となっています。

平成２０年度行財政改革の主な内容平成２０年度行財政改革の主な内容

判断基準上富良野町
の数値４つの指標

１５％以上は早期健全化団体
２０％以上は財政再生団体

0%実質赤字比率
【普通会計の赤字の割合】

２０％以上は早期健全化団体
３０％以上は財政再生団体

0%連結実質赤字比率
【特別会計・企業会計を含めたすべての会計
　の赤字総額の割合】

２５％以上は早期健全化団体
３５％以上は財政再生団体１６.９％

実質公債費比率
【特別会計・企業会計を含めたすべての会計
　の地方債(借金)の実償還額(返済額)の割合】

３５０％以上は早期健全化団体１４７.１％将来負担比率
【町が将来負担すべき実質的な負債の割合】◎

◎

�「早期健全化団体」は黄信号
　　　財政健全化に向けた計画を町が自ら作ります。ただし、健全化が困難になりそうなときは国や道が必要な勧告を行います。
�「財政再生団体」は赤信号　
　　　国の管理の下で再建に取り組みます。町は財政再生に向けた計画を作りますが、これには国の同意が必要です。財政の運　
　　営には厳しい制限が設けられます。

上富良野町は大丈夫？　　�平成１８年度決算の数値で試算�

財政健全化判断新基準財政健全化判断新基準
　自治体財政健全化法が制定され、平
成２０年度決算から適用されます。
　健全化を判断するための４つの指標
のうち、１つでも基準値を超えた場合、
再生計画等を策定し、赤字解消に向け
た厳しい対応が求められることから、
健全な財政の維持は極めて重要となり
ます。
 　本町の数値は、平成１８年度決算額で
試算すると右表のとおり健全といえま
すが、油断はできません。

�一部算定方法が未確定のため、数値が変動する場合があります。

◎
◎
【2.4％の黒字】

【９.９％の黒字】

�  広報かみふらの ２００８.４




